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【第 198 回国会】平成 31 年３月 14 日（木）、第９回の委員会が開かれました。 

 

１ 放送法第 70 条第２項の規定に基づき、承認を求めるの件（内閣提出、承認第１号） 

・石田総務大臣から提案理由の説明を、上田日本放送協会会長から補足説明をそれぞれ聴取しました。 

・石田総務大臣、佐藤総務副大臣及び政府参考人並びに参考人に対し質疑を行いました。 

（参考人）日本放送協会経営委員会委員長  石原進君 

日本放送協会会長        上田良一君 

日本放送協会専務理事      木田幸紀君 

日本放送協会専務理事      坂本忠宣君 

日本放送協会理事        松原洋一君 

日本放送協会理事        黄木紀之君 

日本放送協会理事        鈴木郁子君 

日本放送協会理事        松坂千尋君 

（質疑者）長尾秀樹君（立憲）、高井崇志君（立憲）、鳩山二郎君（自民）、桝屋敬悟君（公明）、小川淳

也君（立憲）、伊藤俊輔君（立憲）、日吉雄太君（国民）、稲富修二君（国民） 

 

（質疑者及び主な質疑事項） 

 

長尾秀樹君（立憲） 

 

（１） 赤字予算となった理由を視聴者・契約者に分かりやすく説明する必要性 

（２） 中長期的な事業収支の展望 

（３） 受信料 

ア 支払い率が引き続き増加するとしている根拠 

イ 今後の受信料値下げの見通し 

（４） 組織の活力を維持していくための方策 

（５） 放送センターの建替え 

ア 長期間の工事となることによる業務への影響 

イ 建設費が増加する可能性 

（６） ＮＨＫ予算に対する総務大臣意見のポイント及び大臣がＮＨＫに期待すること 

（７） ＮＨＫ制作局の組織再編の在り方 

 

高井崇志君（立憲） 

 

（１） 受信料収入に占めるインターネット事業への支出割合 

（２） インターネット常時同時配信でローカル局制作の番組を放送する見通し 

（３） 公共放送としての番組制作の在り方 

（４） インターネット常時同時配信における民間放送事業者との協力の可能性 

（５） 受信料契約数及び収入額の今後の見通し 

（６） 受信料の値下げとともに業務改革を実施する上での上田ＮＨＫ会長の覚悟 

（７） 次期ＮＨＫ会長の人選の方針 

 

 

鳩山二郎君（自民） 

 

（１） ＮＨＫの一連の不祥事により失った国民の信頼を取り戻すことについての上田ＮＨＫ会長の決意 
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（２） ＮＨＫの接触者率 

   ア 直近 10 年間のＮＨＫの接触者率の推移 

   イ 接触者率の減少と不祥事とのが関係についてのＮＨＫの見解 

   ウ 今後の接触者率を伸ばす取組 

（３） ＮＨＫのインターネット活用業務 

ア ＮＨＫが常時同時配信を含むインターネット事業費について受信料の２.５％を上限にすること

を明言していない理由 

イ 上限を２.５％としなければ民業圧迫になるとの考えに対するＮＨＫの見解 

（４） ＮＨＫの国際放送 

   ア ＮＨＫワールドＪＡＰＡＮの視聴率 

   イ 今後の視聴率を伸ばすための取組 

   ウ 日本国際放送の現時点での収入と収益 

   エ 今後の収益を伸ばすための取組 

 

桝屋敬悟君（公明） 

 

（１） 上田ＮＨＫ会長の全会一致で予算の承認を得るという発言の意味 

（２） 受信料 

   ア 受信料値下げのＮＨＫ予算への影響 

   イ 上田ＮＨＫ会長が昨年 11 月に受信料値下げを発表した意図 

   ウ 受信料収入の収支相償の時期 

   エ 受信料値下げを含むＮＨＫの還元策に対する総務省の評価 

（３） 今後のＮＨＫのインターネット活用業務の取組 

（４） 働き方改革 

   ア 働き方改革の取組状況とその成果 

   イ 働き方改革に取り組む上田ＮＨＫ会長の決意 

（５） 「人にやさしい放送」についての今後の取組方針 

 

小川淳也君（立憲） 

 

３月１日の根本厚生労働大臣不信任決議案に係る衆議院本会議の中継に関するＮＨＫの報道 

   ア 報道の仕方への批判に対する上田ＮＨＫ会長の見解 

   イ 当該報道に対する苦情件数についてのＮＨＫへの確認 

   ウ 野党側の主張を報道の骨子として伝えていなかったとの認識に対するＮＨＫの見解 

 

 

 

伊藤俊輔君（立憲） 

 

（１） 保科正之を題材とした大河ドラマの制作の検討状況 

（２） ＮＨＫのインターネット常時同時配信 

ア 地上波全ての番組を常時同時配信しようとする理由 

イ 著作権処理の迅速化・円滑化に向けた総務省における検討状況 

ウ ネット利用者に対する受信料の負担の在り方が決まらないうちの常時同時配信の解禁の是非 

（３） 前ＮＨＫ会長の就任会見における発言及びＮＨＫと政権との距離感に対する上田ＮＨＫ会長及び大

臣の見解 
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（４） ＮＨＫの政治的公平性を保つ仕組みの必要性 

（５） 国際放送における外国人向けの日本語学習番組の現状 

 

日吉雄太君（国民） 

 

（１） 本日の質疑の録画放送を行う理由 

（２） ＮＨＫの有する影響力に対するＮＨＫの認識 

（３） 受信料制度 

ア 最高裁の合憲判決を受けた国民の受止め方 

イ 未契約者が存在することを踏まえた不公平感に対するＮＨＫの認識 

（４） ＮＨＫの中立性 

ア 現行制度による中立性についての大臣の見解 

イ 公平性を担保する仕組み 

ウ 放送に係る方向性を変更した事例の有無 

（５） 犯罪報道について、冤罪であった場合の名誉回復のための配慮 

（６） ＮＨＫにおけるグループ間取引の公正性確保のための取組 

（７） 経費削減のための努力 

（８） 災害発生時の放送における東日本大震災の教訓 

 

稲富修二君（国民） 

 

（１） 受信料の値下げ 

ア 今回の値下げの内容及び視聴者個人への効果 

イ 赤字を前提に値下げを行う理由 

ウ 財政安定のための繰越金による補塡を継続することに対するＮＨＫの見解 

エ 経営計画における今後の収支見通し 

オ 受信料収入の増加を値下げ以外の方法で視聴者に還元する方法 

（２） 平成 29 年の最高裁判決が平成 30 年度における受信料収入の増加に与えた影響 

（３） 受信料支払い率 

ア 経営計画における目標値 

イ 地域間格差及びその解消策 

（４） 消費者センターへの受信料徴収に関する相談件数及び主な内容 

（５） 新放送センターの建替え及び運用開始時期の見通し 

（６） 世帯数減少及びテレビ保有率低下を踏まえた 2020 年度以降の事業規模等に対する上田ＮＨＫ会長の

見解 

（７） 民間放送との違いやインターネットの常時同時配信の開始も踏まえたＮＨＫの役割についての上田

ＮＨＫ会長の見解 

 


